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１．はじめに 
	 1912年から1949年まで，中国大陸が中華民国に支配されてい
た時期は，中華民国時代と呼ばれる。中国が政治，経済，建築な

どの多方面で，急速に欧米文化を吸収した時期でもある。 
阿片戦争後，租界の設立と共に，西洋様式の建築が大量建造さ

れたが，欧米から留学してきた建築家たちは，中国と西洋文化を

融合し，互いに補足する理想を抱いていた。それ故，1929年 12
月，国民政府は米国籍の Henry Killam Murphy と Ernest 
Payson Goodrichを顧問に迎え，「欧米の科学的な原則に基づき，
中国の美術的な長所を取り入れる」ことを方針とする「首都計画」

を策定した。それから，10年以上に渡った首都建設の繁盛期を迎
え，南京市は現在の都市構造を築き上げた 1）。 
この時期，多くの高官や富豪が南京で「公館」と呼ばれる庭付

きの高級邸宅を設けた 2）。「首都計画」によると，頤和路周辺では，

上流階級の公館が集中して分布する住宅区である「第一住宅区」3）

(現在「頤和路公館区」)が建造された。当時の欧米都市計画思想
を手本として建設された公館区は，街構造と公館において欧米文

化の影響を受けている。特に，公館の外部空間の構成から，様々

な変化と新たな特徴が生じた。 
しかし，南京市民国建築に関する学術的な研究の開始は遅く，

出版された専門書も少ない。既往研究には，南京市民国建築の全

体概況 4）5），民国建築の保護利用 6），頤和路公館区の概況及び保

護利用 2）7）における研究がある。しかし，これらはただ歴史文献

と公館の現状に基づき，公館の基本情報又は将来への保護再生策

を述べたもので，建築空間特徴と外部空間の特徴の研究とはいえ

ない。また，民国園林の特徴 8）と公的庭園の外部空間の特徴 9）に

関する既往研究も存在するが，公館外部空間のような私的庭園の

外部空間の構成特徴については，まだ研究されていない。 
本研究は既往研究に基づき，民国時代における南京市公館を対

象に，外部空間の構成を分析することにより，西洋文化の影響を

受けた時期に建造された公館にある外部空間の構成特徴を明らか

にする。更に，民国時代の特殊な社会背景から，特徴の形成原因

について検討し，当時の建築と庭園文化を明らかすることを目的

とする。本研究の成果は，南京市民国庭園研究，更に公館の保護

再生の研究において，有用な知見を得られるものと考える。 
 
２．研究対象と方法 
（１）対象地域と研究対象 
南京市民国建築の全体概況 4）5）によれば，南京市頤和路公館区

は，民国時代の公館が集中するエリアである（図－1－1，図－1
－2）。当時建造された287カ所の公館のうち現在225カ所が保存
されている。その中で，省レベル文物保護単位では3カ所 11），市

レベルでは38カ所である 12）13）。区内公館の保存状態が良好で，

民国時代の公館の建築的特徴と風貌が適切であると考えられるた

め，頤和路公館区を本研究の研究地域とする。 
保存状況が良好で，所有者の履歴が明確であり，考証可能であ

ることを条件とし，本研究は頤和路公館区内にある省レベルと市

レベルで保護されている公館の 19 カ所から，資料を収集できた
17 カ所を研究対象とする（図－1－3）。研究対象の建造年代は
1920-1930年代であり，所有者又は住居者は民国時代における社
会的な著名人である。対象公館はどれも主たる建物（母屋），附属

建物（車庫，警備員室など），庭，塀，門で構成されている 14）。 
（２）研究方法 
「南京民国建築」4）に記載された南京市民国時代の公館に対し，

頤和路公館区で現地調査を行った。また，南京市公文書館や南京

市都市建設公文書館，南京市図書館などで，資料を調査収集した。 
本研究は公館の平面構成，建築附属空間，動線の 3 方面より，
外部空間の構成特徴を明らかにする。ただし，庭そのものは建造

当初の姿から変化しているため，本研究は庭の詳細な景観要素に

ついての分析を行わない。 
研究方法としては，まず現地調査の現場記録と文献資料などを

整理し，研究対象を確定し，母屋の方位，庭と建築附属空間の位 
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図－1	 頤和路公館区位置図と平面図 
 
置などを明確にした上で，平面図，平面分析図，立体図を作成す

る。次に，公館の平面構成，建築附属空間の配置類型および種類

を含め，動線の配置から，公館外部空間の構成について分析し，

考察する。客観的に公館外部空間の構成特徴を把握するため，上

記の3つの分類結果に基づき，クラスタ分析を行い，公館外部空
間の構成特徴を明らかにする。 
 
３．公館外部空間の構成の特徴 
外部空間とは，建築の内部空間に対応するものである 15）。本研

究では，公館の外部空間を庭と建築附属空間の 2 部分に分ける。
庭は，母屋と附属建物で囲まれ（建築と塀の間，建築と建築の間

の細長い空間を除く），日常生活に関わる様々な活動の場として利

用される外部空間である。建築附属空間は，日常生活の場として

利用され，建物の内部空間に附属する外部空間の形で，母屋と庭

を繋ぐ空間と定義する。一般的にバルコニー，テラスなどと呼ば

れる部位であり，また附属空間は門から母屋への人の動線を誘導

するものである。 
（１）公館の平面構成 
「首都計画」の「首都分区条例草案」によると，「第一住宅区」

の設計と建設についての詳細が記載されている 3）。区内道路が中

山北路（西北-東南）と平行又は垂直に配置され，公館も各所在道 
 

図－3	 公館の平面構成 

図－2	 各公館区平面と立体図 
 
路に対し垂直に建設された（図－1－3）。建坪率，高さ制限など
についても，「第一住宅区内の各敷地の面積は540m2以上のこと，

母屋と附属建築の総面積は該当敷地面積の40％を超えないこと」
のように規定された 3）。公館の営造と外部空間の平面構成が多く

の影響を与えられたと見られる。 
公館の母屋は住居者が起居する主な場所であり，公館において

特色が出る部分である。南京市民国建築の全体概況 4）5）と南京市

規劃局の資料 10）を参考に，公館区平面図と各公館の立体図を作成

し（図－2），母屋と附属建物と庭などの位置を明確にした上で，
庭と母屋の隣接関係から庭の平面構成を捉える（図－3）。 
まず，庭空間が連続するか否かによって，庭の平面構成を連続

型と分離型に分ける。連続型（C）は，庭空間が相互に繫がり，
一体と見られるものである。分離型（S）は，庭空間が平面上で
相互に隔たり，室内空間で繫がるものである。次に，庭と母屋の

隣接する面の数により，連続型を連続＆二面隣接型（C1）と連続
＆三面以上隣接型（C2）に分類する（図－3）。 
連続＆二面隣接（C1）と連続＆三面以上隣接（C2）は17カ所
のうちの14カ所を占め，分離型（S）は3カ所を占める。連続＆
二面隣接型（C1）の庭は，連続の形で母屋の2面と隣接している。
中には，母屋の曲がり角のところで，庭が収束する例も見られる。

連続＆三面以上隣接（C2）の庭は，連続の形で母屋の3面，又は
3面以上と隣接する。連続＆二面隣接型（C1）と類似し，母屋の
曲がり角で収束する例も見られる。分離型（S）の庭は，母屋の2
面か3面と隣接するが，母屋正面の庭と裏の庭が分離する形であ
る。この2つの庭は，室内，又は室外にある通路で連結される。 
中国の伝統的な住宅にある建物に囲まれた軸対称の庭と違った

平面構成が表れる。例えば，四方の建物に囲まれた庭を持つ軸対

称の四合院は（図－3），周囲の建物に取り囲まれた天井 16）を庭

とする徽派民居である 17）。だが，公館の平面構成は，庭園が建物
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を包囲する欧米住宅の庭を模倣する上で，中国の伝統的な住宅に

ある庭の構成特徴も取り入れたと見られる。図－3 によると，連
続型では母屋が庭に囲まれている欧米住宅の平面構成特徴が顕著

に見られる。一方，分離型では母屋が庭に囲まれている割合が少

なく，庭が母屋と附属建物と塀に取り囲まれている中国の伝統的

な住宅の平面構成の特徴が見られる。具体例として，図－3の17
番公館の母屋は庭に囲まれているが，庭に焦点を当てると，庭は

母屋と附属建物と塀に囲まれることが分かる。タイプにより西洋

と中国伝統住宅の特徴の割合が異なる。 
これらのことから，民国時代の公館は，中欧融合の建築様式を

用いたのみならず，中欧融合の庭の平面構成も用いたと判断でき

る。それに対し，連続型庭は欧米住宅により近く，また庭が建築

を囲む面が多いほど，その傾向が明らかである。分離型庭は中国

の伝統的な住宅の平面構成に一層近い。 
（２）建築附属空間の配置 
	 民国時代に建造された大部分の公館が欧米住宅様式に模倣した

建築様式を用いたことによって，母屋に附属している建築附属空

間も変化した。生活娯楽空間，又は入口として使用されることで，

中国の伝統的な住宅における建築附属空間が有する機能も変化し，

配置と種類，構造や材料も変えられている。 
１）建築附属空間の配置 
	 「首都計画」により，「第一住宅区」内にある建物の高さは 3
階以下に制限された 3）。それゆえ，建築附属空間の分析対象とさ

れた17カ所公館の母屋，12棟は2階建て，5棟（2，4，12，13，
16）は3階建ての建物である（図－2）。そのうち，3階に建築附
属空間を備える母屋は2棟（12，13）しかない。また，7棟の母
屋は数量単一の建築附属空間を持ち（1，4，7，8，13，15，16），
7棟の母屋は 2つの建築附属空間を有し（2，3，6，9，10，11，
14），3つを有する母屋は3棟が見られる（5，12，17）。 
上記に着目し，建築附属空間の数と階数を検討した結果，建築

附属空間の配置類型は 4 種類に分けられる（図－4）。複数単層
（DO）の建築附属空間で構成される母屋が 6 棟で一番多い。次
は単一単層（SO）の母屋が 5 棟，単層と複層を備える複数混合
（DM）の母屋が4棟，単一複層類型（ST）の母屋が2棟である。 
これらのことから，建築様式が変わったことにより，建築附属

空間も相応して変化し，中では単層の建築附属空間が配置される

傾向が多いことが分かる。単層と複層の建築附属空間を組合わさ

る形はその次に多く配置され，1 つの複層の建築附属空間は一番
少ない配置類型と見られる。 
２）建築附属空間の種類 
建築附属空間の機能，配置類型の変化に応じて，種類も変化し

ている。本研究に関わる建築附属空間はバルコニー，ベランダ，

玄関ポーチ，テラス 18)の四種類である。玄関ポーチを持つ母屋が

13棟，バルコニー10棟，ベランダ5棟，テラス1棟である。 
図－4 により，SO にある建築附属空間は玄関ポーチ（4，7，

16）とバルコニー（1，13）である。バルコニーが建築の曲がり
角に位置し，玄関ポーチが建築の正面に位置するのが特徴である。

DO類に属する6棟の5棟（3，6，10，12，17）は玄関ポーチと
バルコニー又はベランダの組み合わせ，ほかの1棟（9）は2つ 

 

図－4	 建築附属空間の配置 

の玄関ポーチを持つ。バルコニーとベランダは建築正面の非対称

位置にある。玄関ポーチが持つ5棟の母屋の中に，1棟（10）で
玄関ポーチが建築正面に位置し，4 棟で玄関ポーチが建築の非正
面にある。2棟（9，17）が建築の裏側に持ち，2棟（3，6）が横
側に持つ。ST 類に属する母屋の建築附属空間は，玄関ポーチと
バルコニーの組み合わせで，母屋の正面対称位置にある。DM類
には，玄関ポーチなしの 1棟（2，14）以外，ほかの 2棟が玄関
ポーチを有する。そして，3棟（2，5，11）では複層ベランダが
配置され，１棟（14）は複層空間を占めたテラスを備えている。 
これらのことから，民国時代の公館における建築附属空間は，

母屋入口と2階以上に配置されていることが分かる。また，建築
附属空間は単一又は多種類の組み合わせを行うことを重視すると

考えられる。更に，建築附属空間の様式がアメリカ式住宅に類似

するケースも見られる。例としては，母屋入口に玄関ポーチとバ

ルコニーを結合した単一複層の 8 番と 15 番公館（図－2）は，
1845-1860年代にアメリカで現れたイタリアルネサンスのリバイ
バル様式 19）に影響されたことが分かる。その様式における建築附

属空間の特徴は，玄関ポーチにイオニア式の柱が用いられ，その

上部は2階のバルコニーとなっている。8と15番公館には柱頭飾
りが使われていないが，玄関ポーチと2階にあるバルコニーの組
み合わせはイタリアルネサンスのリバイバル様式を模倣したと考

えられる。その原因の1つは，民国時代に呂彦直，趙深，楊廷宝，
童寯などアメリカ留学経験を持つ建築家たち 20）が南京と上海に

集まり，民国時代における代表的な建築を多く設計したことが原

因の1つと考えられる。 
（３）動線の配置 
公館外部空間における動線は，起点の門と終点の母屋入口を連

接する。公館平面図により，公館の門と母屋入口の位置と開口方

向を確定し，動線の模式図を作成する（図－5－1）。 
	 17カ所の中で，動線が1つのものは13カ所，動線が2つのも
のは4カ所見られる。門と母屋入口の開口方向が直交する，又は
平行することにより，直交型と平行型に分けられる。更に，人の

動きの曲がり角の数により，角なし（角がない），角二（角が 2
つ）に分けられる。以上の特徴を踏まえ，動線を直交＆角一型（V1），
平行＆角なし型（P0），平行＆角二型（P2）の3つに分類する。 

17カ所のうち 14カ所は平行型を有し，4カ所は直交型を有す
る。一方，角一は4カ所，角なしは5カ所の公館を占め，角二は
9カ所の公館で見られる（14番公館は角なしと角二の2つ持って
いるため，2回計算され，合計18カ所）。平行＆角二型（P2）は
9カ所の公館で見られ，一番多い。次いで，平行＆角なし型（P0）
は5カ所，直交＆角なし型（V0）は4カ所の公館で見られる。 
これらのことから，公館の動線には，2 つ曲がり角が付いてい
る動線が多く見られる。これらの門から母屋入口までの動線が，

2 つ曲がり角が付いている特徴は四合院の入口の動線と類似する
（図－5－2）。だが，一周回る動線，曲がり角が 2 つ以上を備え
る動線は見られない。欧米住宅に影響を受け，公館の平面構成と

建築附属空間の配置の特徴が変化した為，動線も四合院の軸対称 
	 

図－5	 公館の動線の配置 
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な動線でなく，公館の更に簡潔な動線に変化したと考えられる。 
（４）公館外部空間の構成特徴 
	 公館の外部空間の構成特徴を科学的にまとめるため，比較的に

近い特徴を持つ公館を類型化する必要があると考える。公館の平

面構成，建築附属空間，動線の 3 部分の分類を基礎データとし，
数量化Ⅲ類を通じて数量化されたデータが得られ，階層クラスタ

分析を行う。クラスタの数は一定している類似係数の広い範囲内

のある点で，数少ない基準でデンドログラムを切り分けることに

より，4つの類型が得られる 21）（図－6）。 
	 3 カ所の公館は最も特徴が表われる二面複数平行角二型に分け
られる。連続＆二面隣接型の平面構成を持ち，複数混合の建築附

属空間を備え，平行＆角二型動線を持つことが見られる。二面複

数平行角二型には，庭が母屋の 2面を包囲し，1つの単層の建築
附属空間と複層のベランダを持ち，母屋入口と門が平行し，動線

が2回曲がって複層の建築附属空間に至ることが特徴と見られる。 
	 6 カ所の公館は混合平行角二型に分けられる。4 つの中で一番
大きいクラスタである。全ての平面構成と建築附属空間の類型を

含める為，最も特徴が現れにくいクラスタでもある。14番公館は
平行＆角二と平行＆角なしの動線を持つ以外，他の5カ所は平行
＆角二を持つことが分かった。動線は2回曲がって単層（4カ所）
又は複層（2カ所）の建築附属空間に至ることが見られる。 
	 4 カ所の公館は多面単一直交角一型である。連続＆三面以上隣
接型（3 カ所）又は連続＆二面隣接型（1 カ所）の平面構成の特
徴を持つ。単一単層（2 カ所），単一複層（1 カ所），又は複数単
層（1 カ所）の建築附属空間の配置特徴を備える。直交＆角一型
の動線特徴を持つことが分かる。多面単一直交角一型には，庭が

母屋の 2面以上を包囲し，1つ又は複数の単層の建築附属空間を
持ち，母屋入口と門が直交する形式が顕著な特徴として見られる。 
	 4 カ所の公館が多面複数平行角なし型に属する。連続＆三面以
上隣接型（2 カ所）又は分離型（2 カ所）の平面構成の特徴を持
ち，複数単層（3 カ所）或は単一単層（1 カ所）の建築附属空間
を備え，平行＆角なし型の動線を持つ。多面複数平行角なし型に

は，庭が母屋の 2 面以上と隣接し，単層の建築附属空間を持ち，
母屋入口と門が平行し，動線が曲がることなく1階にある建築附
属空間に至ることが特徴と見られる。 
二面複数平行角二型にある複層のベランダは四合院の回廊のよ

うに，庭に面し，母屋入口の役割も持つ。混合平行角二型は二面

複数平行角二型と同じく動線が2つ曲がってから母屋に至る。プ
ライバシーを守るために，四合院の入口にある動線の特徴を取り

入れたと考えられる。多面単一直交角一型の建築附属空間は建築

の正面に位置し，庭に面して入口を強調する。また，門から庭が

見えるが，四合院の入口のように住居者のプライバシーを守るた 
 

図－6	 公館の外部空間の構成特徴 

め母屋入口は直接に見えないようになっている。多面複数平行角

なし型は直線の動線を有するが，母屋入口が他の建築附属空間と

分けられ，装飾の効果も持つが，入口としての作用しか扱われて

いない。また，分離型庭を有する公館は四合院のように，母屋で

前後の庭を分け，庭-母屋-庭のように見られる。 
これらのことから，公館外部空間の構成特徴は欧米の住宅様式

を模倣し，建設原則に基づきながら，中国の伝統的な住宅の特徴

も取り入れていることが分かる。特に，庭と母屋の配置関係，又

は動線の配置と母屋入口にある建築附属空間の配置との関連性に

おいては，外観上は中国の伝統的な住宅の様式と全く異なる公館

でありながら，中国の伝統的な住宅の特徴が残されたと見られる。 
 
４．まとめ 
上記までの考察により，以下3つの結論が導き出される。 
1）欧米住宅の「庭が建築を包囲する」形式を模倣するが，中国
伝統庭園の「庭が建築に囲まれる」特徴も取り入れられる。連続

型庭は欧米住宅により近く，分離型庭は中国の伝統的な住宅の平

面構成に一層近いことが分かる。 
2）中国の伝統的な住宅に見られる 1 つの建築附属空間が四周
の建物を繋ぐ形式から，1 つの建物に複数の建築附属空間が備わ
る形に変化したことにより，単層の建築附属空間が配置される傾

向が多いことが分かる。単層と複層の建築附属空間を組合わさる

形と，1つの複層の建築附属空間を配置する形と見られる。 
3）欧米住宅の単純な動線が用いられながらも，住居者のプライ
バシーを守るため，1 つ曲がり又は横に連接する動線が採用され
ている。四合院の入口にある動線の特徴が取り入れたものと考え

られる。またこの動線の特徴は建築附属空間の変化に合わせて変

化したものと思われる。 
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